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AL組織、「完成」
RALO（地域組織）全世界で成立

LAC RALO 06年12月
AP RALO　 07年2月
AF RALO　 07年4月
EU RALO 07年4月
NA RALO 07年7月

合計１００以上のALSが認定
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会議風景

Public Forum
ALAC Meeting
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ALAC 委員
Mohamed El Bashir スーダン 07年4月-

Hawa Diakite マリ 07年4月-

Alice Wanjira-Munyua ケニア N　05年-07年

Izumi Aizu 日本 02年-08年

Cheryl Langdon-Orr オーストラリア 07年4月-

Siavash Shahshahani イラン N 05年-07年

Veronica Cretu モルドバ 07年6月-

Sébastien Bachollet フランス 07年6月-

Annette Muehlberg ドイツ N　06年-08年

Jacqueline Morris トリニダッドトバゴ N　05年-07年

Carlos Aguirre アルゼンチン 07年4月-

José Ovidio Salgueiro ベネズエラ 07年4月-

Robert Guerra カナダ 07年6月-

Beau Brendler 米国 07年6月-

Alan Greenberg カナダ N　06年―08年

北　米

中南米

ヨーロッパ

アジア
太平洋

アフリカ
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アジア太平洋のALS一覧
１３団体が認定済み

Internet Society Hong Kong Chapter (Dec 2005) (hk)
Internet Users Society - Niue (Jul 2005) (nu)
Pacific Islands Chapter of the Internet Society (PICISOC) (Jul 2005) (fj)
Internet Society of Australia (ISOC-AU) (Mar 2005) (au) 
Internet Users Network (Japan) (Jun 2004) (jp)
Internet Society Vasudhay Kutumbhkum (ISVK)- India (Feb 2004) (in)
ISOC Taiwan Chapter (PDF) (Jan 2004) (tw)
At Large @ China (Jan 2004) (cn)
National Information Infrastructure Enterprise Promotion Association
(Jan 2004)　(tw)
Arab Knowledge Management Society (AKMS) (Oct 2003) (jo/Arab)
InternetNZ (May 2006)  (nz) 
Aotearoa Māori Internet Organisation (Apr 2006)  (nz)
Hong Kong Internet Forum (HKIF) (Mar 2006)  (hk)
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ICANN内での活動

ICANNの他の組織との連携
SSAC（セキュリティ）にリエゾン
NCUC（非営利）にリエゾン

NCUCと合同で、 ｇTLDポリシーに関連して、「地名TLD」
と「言論の自由」ワークショップを開催

ccNSOとも協力
ICANN組織に対し、個人ユーザーの視点を提供
するための活動強化
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AtLarge体制づくり

4年がかりで取組み
ようやく形ができてきた

ポリシー分野への活動に注力可能に

「アドバイス」活動の強化
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APRALO
体制づくりが課題

新ALS申請が少ない

2月バリで会議
記念セレモニーは来年2月?に延期！
7/25　香港でビジネス会議開催
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組織のあり方

ALACレビュー
RFC公表

タイミングは良くない
見直しの対象となる「暫定ALAC」がまさに正規のALACに
移行したばかり

ALACは5つのRALOsによる新体制となったため、明確な成
果はまだ出てなく、実態に基づく評価は困難

評価作業には積極協力
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ALACが取り組むポリシー問題
既存の課題:

WHOIS　依然膠着状態・・・
IDN、進展もあるが、膠着状態・・・
新gTLDs　geoTLD 

新しい課題:
レジスターフライ問題

エスクローの実施を

ドメイン名テイスティング

ポリシーレポート作成を要望
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ドメイン名テイスティング問題

スタッフに「課題レポート」作成を要求
ICANN委員会として初めての例
GNSO支持組織、商用・ビジネスユーザー、知的所
有権、ｇTLDレジストリーからサポート
ALAC:PDPが必要
GNSO：PDPには、さらにデータが必要
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ワーキンググループ

IDN ポリシー
ICANN内でIDNを扱う組織は複数あり、ALはその全体に
関与

WHOISポリシー
長年の懸案、ALAC has a liaison just for this issue.

レジストラント・レジストラー関係
新ワーキンググループ

IPｖ４-v6問題
新ワーキンググループ
関心は高い
次回LA会議でワークショップ開催へ
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IDN

IDNを積極推進
「President’s Advisory Committee」およ
び GNSOとccNSOのポリシー策定活動に
参加
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geoTLD

地名に関するTLDについて、NCUCと合同ワー
クショップ開催

以下が合意された
City TLD　はユーザーに大きな機会を提供
選択が増える

地域・都市を識別できる

ローカルなビジネスにとっても好機となる

考慮すべき点
政府の政府関係ドメインを登録する権利

商標

既存のTLDに加えて、制約のないローカルな地名ドメインは、
ユーザーにとっては非常に意味がある
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At Large の新しいツール

Wiki
すべてのドキュメント、会合記録などがwiki上に
http://st.icann.org/alac

公開メーリングリストでの討論

ALAC／ALS会員データベース
新ウェブサイトも構築中
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AtLargeをめぐる今後の課題
AtLarge：枠組み見直し

Advice でいいの？　理事会で議決権？
外部評価、GNSO・LSEレポートと整合性必要
ICANNコミュニティ全体がどう考えるのか？
「マルチステークホルダー＝政府・民間企業・市民社会」

RALO、本当に実体をつくれるか
ALACメンバーの入れ替え　
オンブズマンからの指摘　厳しすぎる
オンブズマンの自己保身のため？

ICANNとの関係
予算サポートの適性規模？
事務局機能？
ICANNの「スタッフサポート」、以前が多い
従属？独立？支持？
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ICANN
収入：$46.6M 56億円　
支出：$41.6M　50億円

ALAC
支出：$0.49M  6千万円
全体の1.19％　旅費80％

AｔLargeの予算
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日本のAtLargeは?
関心は低い・サポートも低い
無理に続ける必要はない？

意義は増しているから、より積極的に？

AtLarge以外の人たちはどう思うのか？
レジストリー、レジストラー、インターネットコミュニ
ティ、、、

ISOC JPと協力？
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